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条
例
の
あ
ら
ま
し

◉
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
〇
四
号
）

一

押
印
に
係
る
規
定
を
改
め
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
〇
五
号
）

一

出
張
等
に
係
る
旅
行
雑
費
の
定
額
支
給
を
廃
止
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
〇
六
号
）

一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
防
疫
等
業
務
手
当
に
関
す
る
措
置

の
期
限
を
延
長
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
〇
七

号
）

一

介
護
休
暇
等
の
対
象
と
な
る
要
介
護
者
の
範
囲
を
拡
大
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一

〇
八
号
）

一

介
護
休
暇
等
の
対
象
と
な
る
要
介
護
者
の
範
囲
を
拡
大
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
市
計
画
事
業
泉
岳
寺
駅
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
条
例
第
一
〇
九
号
）

一

港
区
に
お
け
る
町
区
域
の
変
更
に
伴
い
、
施
行
地
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
を
改
め
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
災
害
廃
棄
物
処
理
基
金
条
例
（
条
例
第
一
一
〇
号
）

一

特
別
区
及
び
市
町
村
が
実
施
す
る
特
定
非
常
災
害
等
に
よ
り
生
じ
た
災
害
廃
棄
物
の
収
集
、
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条

例

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
四
号

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
一
か
ら
様
式
三
ま
で
の
規
定
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
四
中
「
当
る
」
を
「
当
た
る
」
に
、
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
五
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、
「
当
る
」
を
「
当
た

る
」
に
、
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
五
号

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
五
号
中
「
都
」
を
「
東
京
都
（
以
下
「
都
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
の
在
勤
地
」
の
下
に
「
又
は
被
災
地
支
援
の
業
務
（
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
従
事
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
都
の
区
域
外
の
在
勤
地
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、
」
の
下
に
「
内
国
旅
行
（
宿
泊
を
要
し
な
い
場
合
に
限

る
。
）
の
う
ち
近
接
地
内
に
出
張
を
命
じ
る
と
き
又
は
」
を
加
え
、
「
又
は
記
録
を
し
、
こ
れ
を
提

示
」
を
「
若
し
く
は
記
録
を
し
、
こ
れ
を
提
示
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
七
項
中
「
旅
行
雑
費
は
、
」
の
下
に
「
出
張
（
外
国
旅
行
に
お
け
る
近
接
地
外
の
出
張
を

除
く
。
）
又
は
近
接
地
内
の
赴
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
実
費
額
に
よ
り
、
近
接
地
外
の
赴
任
の
場
合
に

あ
つ
て
は
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
又
は
旅
行
雑
費
」
を
削
る
。

第
十
一
条
中
「
、
旅
行
雑
費
」
を
削
る
。

第
十
五
条
第
二
号
中
「
引
き
続
く
五
時
間
以
上
の
旅
行
で
、
在
勤
庁
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
場
合
に
は
、
二
百
円
の
額
の
」
を
「
別
表
第
一
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
の
定
額
」
を
「
に
規
定
す
る
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
旅
行
」

の
下
に
「
（
近
接
地
外
の
赴
任
に
限
る
。
次
項
及
び
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
定

運
搬
及
び
処
分
に
係
る
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
東
京
都
災
害
廃
棄
物
処
理
基
金
を
設
置
し
ま

す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一

一
一
号
）

一

押
印
に
係
る
規
定
を
改
め
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
一
一
二
号
）

一

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
総
務
省
令

第
七
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
急
速
充
電
設
備
の
全
出
力
の
上
限
を
二
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ま
で

拡
大
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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額
」
を
「
規
定
に
よ
る
額
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
三
項
中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
中
」
の
下
に
「
「
旅
行
（
近
接
地
外
の
赴
任
に
限
る
。

次
項
及
び
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
旅
行
」
と
、
」
を
、
「
日
当
」
と
」
の
下

に
「
、
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
㈠
の
項
中

「

旅
行
雑
費
（
一
日
に
つ
き
）

宿
泊
料
（
一
夜
に
つ
き
）

」
を

甲
地
方

乙
地
方

一
、
一
〇
〇
円
一
五
、
〇
〇
〇
円
一
三
、
五
〇
〇
円

一
一
、
〇
〇
〇
円
一
〇
、
〇
〇
〇
円

「

旅
行
雑
費
（
一
日
に
つ
き
）

宿
泊
料
（
一
夜
に
つ
き
）

」
に

出
張
又
は
近
接
地
内
の
赴
任

近
接
地
外
の
赴
任

甲
地
方

乙
地
方

公
務
上
の
必
要
に
よ
り
や
む
を

得
ず
負
担
し
た
通
話
料
金
等
の

額

一
、
一
〇
〇
円
一
五
、
〇
〇
〇
円
一
三
、
五
〇
〇
円

一
一
、
〇
〇
〇
円
一
〇
、
〇
〇
〇
円

改
め
る
。附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以

後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
六
号

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
令
和
三
年
一
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
「
定
め

る
日
」
の
下
に
「
（
以
下
「
失
効
す
る
日
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。

た
だ
し
、
失
効
す
る
日
前
に
前
項
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と

な
っ
た
防
疫
等
業
務
手
当
で
、
失
効
す
る
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、

失
効
す
る
日
以
後
も
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
七
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
二
第
二
項
中
「
配
偶
者
又
は
」
を
「
配
偶
者
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
親
族
」
の
下
に

「
又
は
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二
に

規
定
す
る
深
夜
勤
務
の
制
限
、
同
条
例
第
十
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
免
除
、
同
条
例

第
十
条
の
三
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
制
限
、
同
条
例
第
十
六
条
に
規
定
す
る
短
期
の
介
護
休
暇
、

同
条
例
第
十
七
条
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
及
び
同
条
例
第
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
時
間
に
係

る
請
求
等
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
八
号

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
四
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
配
偶
者
又
は
」
を
「
配
偶
者
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
親
族
」
の
下
に

「
又
は
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
十
一
条

の
二
に
規
定
す
る
深
夜
勤
務
の
制
限
、
同
条
例
第
十
一
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
免
除
、

同
条
例
第
十
一
条
の
三
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
制
限
、
同
条
例
第
十
七
条
に
規
定
す
る
短
期
の
介

護
休
暇
、
同
条
例
第
十
八
条
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
及
び
同
条
例
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護

時
間
に
係
る
請
求
等
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
市
計
画
事
業
泉
岳
寺
駅
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
九
号

東
京
都
市
計
画
事
業
泉
岳
寺
駅
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
施
行
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

東
京
都
市
計
画
事
業
泉
岳
寺
駅
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
施
行
規
程
（
平
成
三
十
年
東
京
都

条
例
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
、
同
区
芝
浦
四
丁
目
及
び
同
区
港
南
二
丁
目
の
各
一
部
」
を
「
の
一
部
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
災
害
廃
棄
物
処
理
基
金
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
十
号

東
京
都
災
害
廃
棄
物
処
理
基
金
条
例

（
設
置
）

第
一
条

国
が
都
に
交
付
す
る
災
害
等
廃
棄
物
処
理
促
進
費
補
助
金
に
よ
り
、
特
別
区
及
び
市
町
村

（
特
別
区
又
は
市
町
村
で
組
織
す
る
一
部
事
務
組
合
を
含
む
。
）
が
実
施
す
る
災
害
廃
棄
物
の
収
集
、

運
搬
及
び
処
分
に
係
る
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
災
害
廃
棄
物
処
理
基
金
（
以
下
「
基

金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

（
積
立
額
）

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
。

（
管
理
）

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
用
益
金
の
処
理
）

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
東
京
都
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金

に
繰
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
処
分
）

第
五
条

基
金
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
繰
替
運
用
）
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第
六
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
七
条

こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
公
安
委
員
会
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
十
一
号

東
京
都
公
安
委
員
会
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
公
安
委
員
会
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
東
京
都
条
例
第
五
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
署
名
押
印
」
を
「
署
名
」
に
、
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
百
十
二
号

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

火
災
予
防
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
変
圧
し
て
、
」
の
下
に
「
電
気
自
動
車
等
（
」
を
、
「
原
動
機
付
自
転

車
を
い
う
」
の
下
に
「
。
第
十
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
い
う
」
を
加
え
、
「
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」

を
「
二
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
電
気
を
動
力
源
と
す

る
自
動
車
等
」
を
「
電
気
自
動
車
等
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
異
常
な
」
の
下
に
「
高
温
と
な
ら

な
い
こ
と
。
ま
た
、
異
常
な
」
を
加
え
、
同
項
中
第
十
二
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次

の
三
号
を
加
え
る
。

十
二

コ
ネ
ク
タ
ー
（
充
電
用
ケ
ー
ブ
ル
を
電
気
自
動
車
等
に
接
続
す
る
た
め
の
部
分
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
操
作
に
伴
う
不
時
の
落
下
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

た
だ
し
、
コ
ネ
ク
タ
ー
に
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
三

充
電
用
ケ
ー
ブ
ル
を
冷
却
す
る
た
め
液
体
を
用
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
液
体
が
漏
れ

た
場
合
に
、
漏
れ
た
液
体
が
内
部
基
板
等
の
機
器
に
影
響
を
与
え
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

充
電
用
ケ
ー
ブ
ル
を
冷
却
す
る
た
め
に
用
い
る
液
体
の
流
量
及
び
温
度
の
異
常
を
自
動
的
に
検
知

す
る
構
造
と
し
、
当
該
液
体
の
流
量
又
は
温
度
の
異
常
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
急
速
充
電
設
備

を
自
動
的
に
停
止
さ
せ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
四

複
数
の
充
電
用
ケ
ー
ブ
ル
を
有
し
、
複
数
の
電
気
自
動
車
等
に
同
時
に
充
電
す
る
機
能
を
有

す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
出
力
の
切
替
え
に
係
る
開
閉
器
の
異
常
を
自
動
的
に
検
知
す
る
構
造
と

し
、
当
該
開
閉
器
の
異
常
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
急
速
充
電
設
備
を
自
動
的
に
停
止
さ
せ
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
前
項
第
八
号
」
を
「
、
前
項
第
八
号
」
に
改
め
、
「
第
九
号
に
」
の
下

に
「
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

温
度
の
異
常
を
自
動
的
に
検
知
す
る
措
置

二

異
常
な
低
温
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
急
速
充
電
設
備
を
自
動
的
に
停
止
さ
せ
る
措
置

三

制
御
機
能
の
異
常
を
自
動
的
に
検
知
す
る
構
造
と
し
、
制
御
機
能
の
異
常
を
検
知
し
た
場
合
に

は
、
急
速
充
電
設
備
を
自
動
的
に
停
止
さ
せ
る
措
置

第
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
第
九
号
」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
二
項
（
屋
外
に
設
け
る
も
の
（
全

出
力
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
及
び
消
防
総
監
が
定
め
る
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
十
九
条
の
二
を
削
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
第
十
七
号
中
「
充
て
ん
」
を
「
充
塡
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、

同
項
中
第
十
四
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。
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十
四

急
速
充
電
設
備
（
全
出
力
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
火
災
予
防
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
急
速
充
電
設
備
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設

置
の
工
事
が
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
準
備
行
為
）

３

新
条
例
第
五
十
七
条
第
一
項
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
及
び
当
該
届
出
に
係
る
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
審
査
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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